
l110  生物 ィヒ 学的酸素要求 且 (BOD) く 」 lSK0102 21 ウインクラー・アジ イヒ ナトリウム 変法ノ 
( 平成 3 年度版の ェ 数を掲我してあ ります ) 

く Ⅰ )  調 査 エ 数 4 年 業 ランク イ ③ / Ⅹ 
項目 ・内容 備 考 

検 体 10 

準 備   Ⅰ 25 口 ヨ 
試 薬 準 備 調 製 45 10 種類 ( う ち，使用時調製 2) 

植 種 本 採 水 60 河川水採取 

希 釈 水 調 製 10 

植 種 希 釈 水 調 製 10 

測 定 

希 釈 率 計 算 

ふ ら ん び ん 用 意 

検 水 分 取 

希 釈 分 注 

溶 存 酸 素 測 定 

後 始 末 

器具洗浄 ・ その他 
記録・整理 
計 算 ・ 記 録 整 理 

計 

エ 数 ( 人 ・ 分 ) / 検体 

(2) ェ 数集計 値 
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585 回 する。 

2. 溶存酸素の測定はウィンクラー・アジ 
化 ナトリウム 変法 によるものとする。 

60 回 3. COD の測定に要する 時間は含まない 
ものとする。 
4. その他酸化性・ 還元性等の妨害物質は 
含まないものとする。 
5. 所要時間には 植 桂木 の BOD の測定 
(1 回 ) を含む。 

(3) 検体 数と エ数 

  

検体 数 10 
最大値 140  400  100  70  655  66 
最小値 25  帖 0  30  20  280  28 
平均値 105 318 59 32 514 51 
標準偏差 28  64  15  9  94  10 
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(4) 測定フロー く 0 ・ 2 ㎎ / Ⅰ以上 ノ 

( 櫃種 希釈 水 ) 試 料 

植 極枝 通状 ( 酸性又はアルカリ 性 ) 
( 含 残留塩素 ) 

ビーカー ビーカー ビーカー 

ム一 よう化カリ 0 ・ 1 ～ lg/dl 

中和と 更音 J3 品 1%  拷 ) 4 一塩酸 l ml/dl 
7.2 に調整 

，， -N@O 
静 置 

ハイポ標準液 
5 分 暗所 

  
滴定星 

分 取 
・滴定こまえ 穏 C 措票帝 準法 

Ⅴ㎡ 

サ =  (3.5  ～ 6.2  )  V  / 予想 B  O  D 

希 釈 瓶 V : ふらん瓶の容 且 

  

希 釈 と 一希釈 水 
  (D  O  l 一 D  O  5)/  D  O  l 二 0 ， 4  ～ 0 ． 7 
IC なるように 3 ～ 4 段 

ふ 卵 瓶 

DOi ふ卵 DO5 5 日間 
20 土 1 でに保存 2 ～ 4 個 

( 計 算 ) 

Ⅰ 一 硫酸マンガン 溶液 ] 
と一 KI 一 NaN3 溶液 ] 

転 倒 混 合 

  

静 置 沈 降 

  

DO CW/ Ⅰ ) =%0 Ca 一 b) f/(V 一 2) 

b : 水 V についての 空 試技 

植 種を行わないとき 

BOD= (DOl 一 DOs) V/v 

植種 希釈 水 を用いたとき 

BOD{(DOl-Dos)-(Dot,-D0 ， 5) xf Ⅱ (V/ の 

但し DOi. DO 舌は植唾液の 溶存酸素 

f : N/40 ノヘイポ のファクター   

上 澄 扱 葉 

  Ⅰ 1 硫酸Ⅰ 

  : 試料中に含まれる 植種 彼の含 且 
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混 合 溶 解 

  N/40 ハイポ標準液 a でんぷん指示 液 
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